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「うっとりするぐらいきれいなノート」を書かせよう！
基本のノート指導

「ノートなんてたいして重要ではない」と思われるかもしれません。
しかし、ノートの書き方はとても重要です。
ノートをぐちゃぐちゃに書いている子は、それだけミスが多くなります。
勉強ができるかできないかは、ノートを見れば一目瞭然です。
ノートをていねいに見やすく書く習慣を身に付けさせれば、勉強ができるようになってきます。
ノート指導をすれば、子供たちのノートがみるみる変化していきます。
それとともに、子供たちの勉強もできるようになってきます。
新学期の第１時間目に、まず「ノートの書き方」を教えましょう。
子供たちには、望ましいノートのイメージがありません。教わっていないからです。
そこで、ノートの書き方のテクニックを楽しく教えます。
教われば、１時間目から「うっとりするぐらいのきれいなノート」を書けるようになります。
まずは、教えたとおりに書かせてみて、書けたかどうかチェックをしましょう。
次に、書けていなければ、書き直しをさせます。
そして、書き直しをしてきれいになれば、大いにほめてあげましょう。
１日５分程度の指導を３日も続ければ、子供のノートは見違えるようにきれいになります。
定着するまで、繰り返し指導をして、確認することが大切です。
次のようなサイクルで、子供たちは力をつけていくのです。

写させる やる気にさせるほめる

「写すのも勉強のうち」
「答えを見て書き写す」行為には、「ずるい」「楽をしている」などのイメージがあります。
ですから、教師は、常に「写すのも勉強のうち」だと言い続けましょう。
勉強が遅れがちの子は、ノートを書くスピードがゆっくりです。
また、どのように書いたらいいのか？　というイメージが身に付いていません。
ですから、他の子供が問題を書き始めた時に、そっと机の所へ行って、なぞれるように、赤鉛筆でう
すく書いてあげます。
勉強が苦手な子ほど、教師に認められたいものです。
答えを写しただけ、赤鉛筆をなぞっただけであっても、教師の所に持ってこさせ、丸を付けて、力強
くほめましょう。
子供は、理屈ではなく、感覚で学習する部分も大きいです。
写しているうちに、問題の解き方をつかむこともあります。
ですから、「写すのも勉強のうち」が勉強の苦手な子ほど必要なのです。
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今日学んだことは、　～　です。
　～　　ということが分かりました。
次からは、　～　してみたいです。

問．このノートは、不完全です。この部分に何が入ると、さらによいノートになるでしょうか？

答．学習の感想です。（下の　　　　　に実際に書いてみましょう）
　この学習をして何を学んだのか、「ふりかえり」を書かせます。
　次のようなアウトラインで書かせると、書けない子も書けるようになります。

　算数のノートは、とにかくゆったりと書かせることです。
　大きく堂々と書かせることで、計算のミスが激減します。

「ゆったりと」書かせることでミスをなくさせましょう
算数のノート指導

６年生のノート 学習の定義を書かせる日付単元名 ページ数
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国語のノートは、意見の書き方を教え、正確に書かせることが大切です。
自分の考え（主張）や相手の意見に反対する考え（反論）を、文から証拠を見つけて、ノートに
理由を書かせます。
理由をたくさん見つけて、列挙させ、引用を上手に使うと、ノートに意見が書けるようになります。

「主張、反論、列挙、引用」で、正確に書かせましょう
国語のノート指導

４年生のノート６年生のノート 縦罫 16 行 横罫 22 行
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「３点セット」でいつもデータを書かせましょう
理科のノート指導

「箇条書き」で意見をたくさん書かせましょう
社会のノート指導

記録事項
６年生のノート

４年生のノート

記録文

理科では様々な「記録」が必要です。
記録するには、コツがあります。
そのコツを子供たちに教えます。
教えなければ、子供たちはかけません。
理科のノートには、必ず基本データを書かせます。
　①日づけ　②天気　③温度　の３つです。
「理科ノートの３点セットを書きなさい。」
このように言って必ず書くように指導しましょう。
実態に応じて、④題名（タイトル）　⑤場所　⑥時
間　をプラスするといいでしょう。

社会では、様々な資料からの読み取りが大切に
なります。
「資料を見て、分かったこと、気がついたこと、
思ったこと箇条書きで書きましょう。」
このように指示して、資料から、たくさんの気
付きを書かせます。
この時、箇条書きで書かせます。
　箇条書きは、番号をふって書かせましょう。
　いくつか書いたのか？
　何番のことなのか？　など
分かりやすくなるからです。

記録図

「箇条書き」で書く
　・ティッシュ　→①ティッシュ
　・牛乳のラベル→②牛乳のラベル
　必ず番号を付けさせると
　効果的です！

理科のノートは、三部構成で完成します。
（１）記録事項
（２）記録図
（３）記録文
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実際に書いてみましょう。
※
見
本
は
「
M
Y
ノ
ー
ト
」（
教
育
技
術
研
究
所
）






